






















：　歩道等の整備が必要な通学路が残されている小学校

凡　　　　　例

通学路の安全確保が急務！！

未整備の小学校未整備の小学校 ２３４校２３４校

福島県内の国道・県道には歩道の未整備箇所が多く残されており、毎日多くの福島県内の国道・県道には歩道の未整備箇所が多く残されており、毎日多くの
歩行者が日常的に交通事故の危険にさらされています。歩行者が日常的に交通事故の危険にさらされています。
小学校の通学路においても歩道の未整備箇所がまだまだたくさんあり、通学児小学校の通学路においても歩道の未整備箇所がまだまだたくさんあり、通学児
童の安全を守るためこれらの解消が急務となっています。童の安全を守るためこれらの解消が急務となっています。
そのため、小学生が通学に使っている道路の中でも、そのため、小学生が通学に使っている道路の中でも、
““４０人以上の児童が通学している道路４０人以上の児童が通学している道路”” またはまたは
““学校の入り口から１学校の入り口から１kmkm以内で学校が通学経路に指定している道路以内で学校が通学経路に指定している道路””

については、特に緊急性が高い箇については、特に緊急性が高い箇
所であるため、福島県内の５２１校所であるため、福島県内の５２１校
のうち、これらの条件に該当するのうち、これらの条件に該当する
歩行区間の未整備箇所が残されて歩行区間の未整備箇所が残されて
いる小学校を選んで図示していいる小学校を選んで図示してい
ます。ます。

福島県内の小学校５２１校のうち、２３４校で
歩道未整備箇所が残っています

未整備
２３４校

整備済
および
国県道
対象外
２８７校

 ●県北地域
粟野小学校 伊達市 1.3 （主）浪江国見線
小坂小学校 国見町 1.5 （主）白石国見線　他
油井小学校 二本松市 3.1 （一）福島安達線　他
他　４４校

県北地域　全１２０校中　４７校 62.4
 ●県中地域

常葉小学校 田村市 4.1 国道２８８号　他
中谷第二小学校 石川町 2.2 （一）石川鴇子線
湯本小学校 天栄村 2.0 国道１１８号
他　７１校

県中地域　全１４１校中　７４校 77.3
 ●県南地域

釜子小学校 白河市 1.4 （主）棚倉矢吹線　他
東館小学校 矢祭町 1.8 国道１１８号　他
他　２３校

県南地域　全４６校中　２５校 26.0
 ●会津若松地域

河東学園小学校 会津若松市 1.3 （主）北山会津若松線　他
笈川小学校 湯川村 1.6 （一）浜崎高野会津若松線
高田小学校 会津美里町 1.1 国道４０１号　他
他　１２校

会津若松地域　全３７校中　１５校 12.2
 ●喜多方地域

喜多方第一小学校 喜多方市 0.2 （主）喜多方西会津線　他
熊倉小学校 喜多方市 5.7 （主）北山会津若松線　他
他　１０校

喜多方地域　全３５校中　１２校 14.3
 ●南会津地域

南郷第一小学校 南会津町 1.1 国道４０１号　他
南郷第二小学校 南会津町 1.3 国道２８９号　他
朝日小学校 只見町 1.8 国道２８９号
他　８校

南会津地域　全１６校中　１１校 15.0
 ●相双地域

上真野小学校 南相馬市 1.2 国道６号　他
新地小学校 新地町 1.3 （一）新地停車場釣師線　他
熊町小学校 大熊町 1.0 （一）小良ヶ浜野上線
他　２１校

相双地域　全４９校中　２４校 35.7
 ●いわき地域

湯本第一小学校 いわき市 0.6 （主）常磐勿来線
磐崎小学校 いわき市 0.6 （主）常磐勿来線
他　２４校

いわき地域　全７７校中　２６校 24.2

福島県全体　全５２１校中　２３４校 267.1

No. 小学校 市　町　村
安全な歩行空間が確保されていない

道路とその区間の延長(km)

福島県内の国道・県道で、歩行者の安全・安心のために歩行空間の確保が必要な箇所を下記
の条件で選定し図示しました。



過疎・中山間地の自立・活性化を支援！！

１１ 毎年冬になると積雪により通行止めになる箇所のうち、特に地域住民の生毎年冬になると積雪により通行止めになる箇所のうち、特に地域住民の生
活に密着した道路で、通行止めになると、日常生活において多大な迂回が活に密着した道路で、通行止めになると、日常生活において多大な迂回が
必要になる箇所の代表的な箇所必要になる箇所の代表的な箇所

２２ 県内各地域間を結ぶ代表的な幹線道路のうち、緊急輸送路における落県内各地域間を結ぶ代表的な幹線道路のうち、緊急輸送路における落
石・雪崩の危険箇所の代表的な箇所石・雪崩の危険箇所の代表的な箇所

３３ 県内各地域間を結ぶ代表的な幹線道路のうち、地吹雪による視界不良で県内各地域間を結ぶ代表的な幹線道路のうち、地吹雪による視界不良で
頻繁に通行止めになる箇所の代表的な箇所頻繁に通行止めになる箇所の代表的な箇所

４４ 県内各地域間を結ぶ代表的な幹線道路のうち、道路の勾配が急で路面凍県内各地域間を結ぶ代表的な幹線道路のうち、道路の勾配が急で路面凍
結によるスリップ事故の危険性が特に高い箇所の代表的な箇所結によるスリップ事故の危険性が特に高い箇所の代表的な箇所

代表箇所代表箇所 ２５７箇所２５７箇所
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　：　落石・雪崩の危険箇所

凡　　　　　例
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１．日常生活への影響が特に大きい冬季交通不能区間

No. 路線名 延長（㎞）
1 国道２５２号 14.4
2 国道４００号 7.3
3 国道４００号 3.6
4 国道４０１号 13.3
5 国道４５９号 7.0
6 (主)会津若松裏磐梯線 6.0
7 (一)小林舘の川線 4.6
8 (一)布沢横田線 7.8

２．緊急輸送路の落石・雪崩危険箇所

No. 路線名 項目 区間 箇所
9 国道４号 落石崩落 白河市萱根 1
10 国道４号 落石崩落 二本松市冠木～福島市伏拝 4
11 国道４号 落石崩落 国見町大木戸～宮城県境 2
12 国道６号 落石崩落 茨城県境～いわき市小浜町 4
13 国道６号 落石崩落 いわき市常磐下船尾町～内郷綴町 3
14 国道６号 落石崩落 いわき市久之浜町～広野町折木 2
15 国道６号 落石崩落 浪江町藤橋 1
16 国道１３号 落石・雪崩 福島市飯坂町中野～山形県境 10
17 国道４９号 落石崩落 いわき市好間町大利～三和町合戸 10
18 国道４９号 落石崩落 いわき市三和町下市萱～三和町上三坂 8
19 国道４９号 落石崩落 平田村鴇子～田村町田母神 9
20 国道４９号 落石・雪崩 郡山市熱海町～猪苗代町山潟 3
21 国道４９号 落石・雪崩 会津坂下町坂本～西会津町宝坂 15
22 国道１１３号 落石崩落 相馬郡新地町駒ヶ嶺 2
23 国道１１４号 落石崩落 福島市立子山～福島市飯野町青木 7
24 国道１１４号 落石崩落 川俣町大作～浪江町室原 10
25 国道１１５号 落石崩落 相馬市山上～霊山町下小国 6
26 国道１１８号 落石崩落 茨城県境～矢祭町東館 4
27 国道１１８号 落石崩落 須賀川市西川～下郷町湯野上 43
28 国道１２１号 落石崩落 下郷町湯野上～栃木県境 11
29 国道２５２号 落石崩落 只見町叶津～三島町名入 9
30 国道２８８号 落石崩落 田村市常葉町～田村市都路町 1
31 国道２８８号 落石崩落 双葉町山田～双葉町新山 2
32 国道２８９号 落石崩落 南会津町山口～南会津町田島 3
33 国道２８９号 落石崩落 下郷町豊成～西郷村真船 2
34 国道２８９号 落石崩落 塙町常世北野～鮫川村渡瀬 2
35 国道２９４号 落石崩落 白河市薄葉～天栄村牧之内 3
36 国道３４９号 落石崩落 鮫川村赤坂東野～古殿町鎌田 2
37 国道３４９号 落石崩落 田村市大越町栗出 4
38 国道３５２号 落石・雪崩 檜枝岐村帝釈山～南会津町糸沢 31
39 国道３９９号 落石崩落 川内村上川内～田村市都路町 1
40 国道３９９号 落石崩落 葛尾村落合～浪江町南津島 7
41 国道４００号 落石・雪崩 昭和村下中津川～金山町川口 11
42 国道４５９号 落石崩落 二本松市小浜～二本松市東新殿 1
43 (主)原町川俣線 落石崩落 南相馬市原町区～飯舘村臼石 2
44 (主)原町川俣線 落石崩落 飯舘村二枚橋～川俣町飯坂 1

Ｈ８防災点検　落石、雪崩の要対策箇所　全２，００３箇所中、２３７箇所

３．地吹雪による異常気象時通行規制区間
No. 路線名 延長(km)

45 国道１３号 福島市飯坂町中野～山形県境 19.0

46 国道４９号 会津坂下町大沖～新潟県境 30.0

47 国道１１５号 福島市土湯温泉町～猪苗代町大字若宮 13.1

48 国道１１５号 猪苗代町字梨木西～猪苗代町大字堅田 2.4

49 国道１２１号 9.5

Ｈ８防災点検　地吹雪の要対策箇所　全１８８箇所中、５区間

４．路面凍結による事故の危険性が特に高い箇所

No. 路線名 備考

50 国道１１４号 川俣町小綱木

51 国道１１５号 福島市山口

52 国道１１８号 天栄村大字牧之内 鳳坂峠

53 国道２８９号 鮫川村江竜田

54 国道４００号 昭和村大字大芦 舟鼻峠

55 (主)原町川俣線 南相馬市原町区 八木沢峠

56 (主)原町川俣線 川俣町飯坂 水境峠

凍結抑制剤散布箇所　全６３９箇所中、７箇所

区　　　　　間

箇　　　　　　所

箇　　　　所

新潟県境～只見町大字石伏
南会津町大字町高野～昭和村大字大芦
柳津町大字飯谷～西会津町大字下谷
会津美里町大字宮川～昭和村大字小野川
喜多方市山都町相川～喜多方市上三宮町吉川
北塩原村大字檜原～北塩原村大字檜原
只見町大字小林～只見町大字小川
只見町大字布沢～金山町大字山入

冬期交通不能区間　全５７区間中、８区間

喜多方市熱塩加納町

※１ 県内全ての落石・雪崩の危険箇所を表すものではありません。

※２ １つの＊で、一定区間の複数箇所を表しているものがあります。

福島県内の国道・県道のうち、道路の安全確保や冬期交通に関する課題について、 代表的な
箇所を図示しました。
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緊急避難や救急医療を支える命の道路！！

高速道路ネットワークの形成が
地域の産業発展を後押し！

： 高速道路が通っている市町村の平均

： 高速道路が通っていない市町村の平均

１人あたり１人あたり
製造品出荷額製造品出荷額

千円／人

高速道の有無で
１．３倍の差

全国から見た福島県の高速
道路ネットワーク整備状況

高規格幹線道路が
地域産業に与える影響

福島県の高速道路のネットワークは
まだまだ不足！

171717

m／km2

全
国

平
均

福
島
県

24.3

25.7

県土面積あたりの県土面積あたりの

高速道路供用延長高速道路供用延長

基幹的な道路基幹的な道路やや地域連携道路地域連携道路は、は、県外や他の地域に車で移動する際に主に利用する道路で、県外や他の地域に車で移動する際に主に利用する道路で、

過疎中山間地域の自立過疎中山間地域の自立、、物流物流、、企業誘致企業誘致、、観光交流観光交流、、地域づくり地域づくりを支援する役割を果たすとともを支援する役割を果たすととも

に、多数の原子力発電所をかかえる本県の民生の安定確保を図るに、多数の原子力発電所をかかえる本県の民生の安定確保を図る緊急避難路・輸送路緊急避難路・輸送路や、高度や、高度

なな救急医療機関救急医療機関までのアクセスを担うまでのアクセスを担う命の道路命の道路です。しかし、これらの道路の中には、大型車です。しかし、これらの道路の中には、大型車

が安全にすれ違いできない・交通渋滞・交通不能・落石危険など、問題を抱えている箇所がまだが安全にすれ違いできない・交通渋滞・交通不能・落石危険など、問題を抱えている箇所がまだ

まだ多く、本来必要な交通機能に不備がある箇所が多く残されています。これらの代表的な区間まだ多く、本来必要な交通機能に不備がある箇所が多く残されています。これらの代表的な区間

とその問題点を図示しました。とその問題点を図示しました。

課題区間課題区間 ３２区間３２区間

・基幹的な道路を補完し、隣接する
地方生活圏を相互に連絡する区間

・広域的な物流を担う区間

・県外と結ばれ県土の骨格となる道路

・大型車のすれ違い困難箇所
・渋滞発生箇所
・交通不能箇所

・落石危険箇所

・広域的な救急医療を担う区間
・広域的な観光ルートとなる区間
・トリップ長が長く、交通量も多い区間

凡 例 凡 例 区 分

基幹的な道路

地域連携道路

主要生活幹線道路

交通機能に
不備がある箇所

（主だった路線のみ）

・地域連携道路を補完し、広域市町
村圏を相互に連絡する区間

・地方生活圏内の骨格となる区間

・トリップ長が比較的長く、交通量も比
較的多い区間

・都市部で都市の骨格となる区間

会津地域会津地域

県北地域県北地域

101010

999

県中地域県中地域

県南地域県南地域
313131

272727

いわき地域いわき地域 777

南会津地域南会津地域

333

緊急
輸送

物流

＜基幹的な道路＞

1 国道１２１号 山形県境～会津地域
冬期通行止め・
大型車すれ
違い困難

○ ○

2 国道１１８号 南会津地域～会津地域
落石危険・
交通渋滞

○ ○

3 国道１２１号 会津～南会津地域～栃木県境 落石危険 ○ ○
4 国道４号 栃木県境～県南～県中地域 交通渋滞 ○ ○
5 国道４号 県中～県北地域～宮城県境 交通渋滞 ○ ○
6 常磐自動車道 相双地域～宮城県境 （国幹道） ○ ○
7 国道６号 いわき～相双地域 交通渋滞 ○ ○
8 国道１１５号 相双～県北地域 落石危険 ○ ○
9 国道１３号 県北～山形県境 交通渋滞 ○ ○
10 東北中央自動車道 県北～山形県境 （国幹道） ○ ○
11 東北横断自動車道 会津若松市～新潟県境 （国幹道） ○ ○ 4車線化
12 国道４９号 いわき～県中地域 交通渋滞 ○ ○
13 国道４９号 県中～会津地域 交通渋滞 ○ ○

14 国道２８９号 いわき～県南地域
大型車すれ
違い困難

○

15 国道２８９号 県南～南会津地域
大型車すれ
違い困難

○

16 国道２８９号 南会津地域～新潟県境 交通不能区間 ○
＜地域連携道路＞

17 国道２５２号 新潟県境～会津地域
大型車すれ
違い困難

○

18 国道４００号 南会津～会津地域
大型車すれ
違い困難

○

19 国道３５２号 南会津地域内
大型車すれ
違い困難

○

20 国道４０１号 会津～南会津地域
大型車すれ
違い困難

21 国道１１８号 県中～南会津地域
大型車すれ
違い困難

○ ○

22 国道２９４号 県南～会津地域
大型車すれ
違い困難

23 国道３４９号 県北地域～宮城県境
大型車すれ
違い困難

24 （主）原町川俣線 県北～相双地域
大型車すれ
違い困難

○

25 国道１１４号 県北～相双地域
大型車すれ
違い困難

○ ○

26 国道３４９号 いわき～県中～県北地域
大型車すれ
違い困難

○ ○

27 国道２８８号 県中～相双地域
大型車すれ
違い困難

○ ○

28 阿武隈高原道路 県南～相双地域
空港アクセス
不備

○ ○ （主）矢吹小野線

29 （主）小野富岡線 県南～相双地域
大型車すれ
違い困難

30 （主）いわき石川線 いわき～県南地域
大型車すれ
違い困難

○ ○

31 （主）白河石川線 いわき～県南地域
大型車すれ
違い困難

○

32 国道１１８号 茨城県境～県南～県中地域
大型車すれ
違い困難

○ ○

No. 路線名 区　　　　　間 問題点
指定

備考

※１ 県内全ての交通機能に不備がある箇所を表すものではありません。

※２ １つの で、一定区間の複数箇所を表しているものがあります。
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：　現在、架設後５０年以上経過している
　　橋長５０ｍ以上の車道橋

：　今後１０年間で、架設後５０年以上を経
　　過する橋りょうとして新たに加わる橋長
　　５０ｍ以上の車道橋
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急速に進んでいる橋りょうの老朽化！！

現在の老朽橋 約５００橋

２０年後の老朽橋 約２，９００橋

福島県と国土交通省が管理する県内の国道・県道の橋りょうは、５，２０２橋に上りますが、そ福島県と国土交通省が管理する県内の国道・県道の橋りょうは、５，２０２橋に上りますが、そ

のうち、約１割にあたる約５００橋が、架設後５０年以上経過している老朽橋です。のうち、約１割にあたる約５００橋が、架設後５０年以上経過している老朽橋です。

老朽橋の数は今後増加を続け、１０年後には全体の約３割にあたる約１，６００橋、２０年後に老朽橋の数は今後増加を続け、１０年後には全体の約３割にあたる約１，６００橋、２０年後に

は全体の約６割にあたる約２，９００橋が老朽橋になります。は全体の約６割にあたる約２，９００橋が老朽橋になります。

●福島県内の橋りょうの現状●福島県内の橋りょうの現状

福島県が管理する橋りょうは、今後、急速に高齢化が進んでいくため、増
大する橋りょうの修繕や更新を計画的かつ効率的に進めていかなけれ
ばなりません。

今後の老朽橋の増加量
（福島県＋国交省）

現在と２０年後の橋りょう架設後経過年数の分布状況
（福島県管理分のみ）

・今後１０年間で、架設後５０年以上を経過する橋りょう・今後１０年間で、架設後５０年以上を経過する橋りょう

として新たに加わる約１０００橋のうち、橋長５０ｍとして新たに加わる約１０００橋のうち、橋長５０ｍ

以上の車道橋以上の車道橋

１０年後１０年後
計計

１４０橋１４０橋１４０橋・１０年後に架設後５０年以上経過している約１，５００・１０年後に架設後５０年以上経過している約１，５００

橋のうち、橋長５０ｍ以上の車道橋橋のうち、橋長５０ｍ以上の車道橋

１１２橋１１２橋１１２橋

・今後２０年間で、架設後５０年以上を経過する橋りょう・今後２０年間で、架設後５０年以上を経過する橋りょう

として新たに加わる約２１００橋のうち、橋長５０ｍとして新たに加わる約２１００橋のうち、橋長５０ｍ

以上の車道橋以上の車道橋

２７３橋２７３橋２７３橋
・２０年後に架設後５０年以上経過している約２，６００・２０年後に架設後５０年以上経過している約２，６００

橋のうち、橋長５０ｍ以上の車道橋橋のうち、橋長５０ｍ以上の車道橋
２０年後２０年後

計計

・現在、架設後５０年以上経過している約・現在、架設後５０年以上経過している約

５００橋のうち、橋長５０ｍ以上の車道橋５００橋のうち、橋長５０ｍ以上の車道橋

２４５橋２４５橋２４５橋

２８橋２８橋２８橋

このうち橋長が大きい車道橋については、修繕や更新の際に多くの費用を必要とするこ
とから、橋長５０ｍ以上の車道橋の中から、下記の箇所を長寿命化と適切な維持管理を
進めるうえでの課題箇所の代表として図示しました。

５倍以上に
増加！！

位置

平成16，17年度の点検では、福島県が管理する橋りょうの約半数が、「補修を行う必要

がある」と判定されました。今後、高度経済成長期に架設した橋の老朽化が進み、補修
が必要な橋りょうはますます増えていくため、増大する橋りょうの修繕や更新を計画的か
つ効率的に進めていかなければなりません。

５倍５倍

１１00倍倍

現
在

１
０
年
後

２
０
年
後

（老朽橋数）

位置

現在、１０年後、２０年後の老朽橋の数（橋長５０ｍ以上・車道橋）




